
 

質 問 順 位 ３ 質 問 者 窪之内 美知代 議員  

件     名 項     目 要             旨 メ          モ 

１．防災対策 １．災害時要援護者支援計画につ

いて 

１．第一に、平成26年度当初時点での災害時要援護者支援計画が策定

されている町内会あるいは団体数と要援護者数。第二に、計画策定

済み要援護者の率。さらに、市内でも高齢者率の高い江部乙地域の

状況について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．支援計画策定にあたっては、災害時に誰が誰を支援するのか具体

的に決定しなければなりません。しかし、高齢化が進む町内会にお

いて自分の避難だけでも大変な中、要援護者の支援まで手が回るの

かといった問題などがあり、計画策定が進まない状況がありまし

た。全ての災害時要援護者に対する支援計画を策定するための問題

点と今後の進め方について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．高齢者福祉 １．金婚祝賀会の復活について １．金婚式を迎えたご夫妻をお招きして、ささやかなお祝い会を開催

してきましたが、昨年度から廃止されました。対象となるご夫妻は

年間数十組程度だったと思いますが、これに要していた経費額を伺

います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．経費節減は理解しますが、50年にわたり直接間接にまちづくりに

貢献してきたご夫婦に感謝するお祝い会まで無駄な経費として切

り捨てるのかといった市民の声が寄せられています。こうした市民

の声に応えて復活を検討すべきではないでしょうか。ご意見を伺い

ます。 
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３．江南団地対策 １．入浴機会の拡大について １．浴室のない江南団地の入居者は、改善センターのお風呂や江部乙

温泉などで入浴せざるを得ません。建替えまでは10年以上あり、何

らかの対策が必要ではないでしょうか。浴室がない江南団地の入居

希望者は少なく空き戸数が相当数あります。そこで、提案ですが、

空き部屋の一部屋をリフォームしてユニットバスを設置し、浴室が

ない入居者が利用できるようにする。改修費用は一定額必要です

が、入居者の最低限の環境を守る観点から検討の可能性について伺

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．交通安全 １．事故ゼロプランについて １．北海道開発局が事故危険区間として選定公表し、事故ゼロプラン

による交通安全対策として国道12号の５丁目から14丁目までの事

故対策事業が実施されることになり、事業の成果を大いに期待する

ものです。開発局は、地域の声を聴くなどして事故危険区間の追加

も行っていますが、前段の区間の他に危険区間として公表された滝

川市内の区間およびこの区間の交通安全対策を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２．道道や市道においても、開発局に準じた事故危険区間の選定や事

故ゼロプラン対策事業を実施すべきと考えますが、道や市の取り組

みを伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．国道12号14丁目から16丁目ま

での交通安全について 

１．この区間は、以前死亡事故があった15丁目からカーブとなり、そ

の後は直線となっているのですが、車が路肩にはみ出すなどの事故

が近年増えています。関係官庁と協力しての原因調査と安全対策の

実施が必要と考えますが見解を伺います。 
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５．滝川市立病院の医療

情報システム 

１．オーダリングの向上と電子カ

ルテの導入について 

１．本年３月の予算委員会の答弁で、平成27年度のシステム更新へ向

けオーダリングの向上とともに電子カルテを導入する方向で準備

を進めていくとのことでした。更新へ向けて職員会議での検討やコ

ンサルタント委託もあるようですが、現時点で考えられるオーダリ

ングの向上と電子カルテを導入することでの患者や病院へのメリ

ットおよび問題点について伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．滝川市小中学校適正

配置計画 

１．滝川市小中学校適正配置計画

の見直しについて 

１．滝川市小中学校適正配置計画は、平成23年度から10年間の計画と

なっていますが、５年ごとの見直しと必要に応じた見直しを行うと

されています。この計画を策定するために平成19年度から小中学校

のあり方に関する検討懇談会の設置や保護者全員をはじめとした

アンケート調査など、計画策定までに数年間をかけています。来年

度が５年目の見直しとなりますが、見直しに向けたスケジュールお

よび保護者をはじめとした市民の意見を反映させる機会について

の考え方を伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．滝川市小中学校適正配置計画

の見直しと滝川市公共施設マ

ネジメント計画について 

１．滝川市公共施設マネジメント計画では、小学校区を基準としたコ

ミュニティ街区を設定するとともに、小学校へのコミュニティ施設

の集約化の方針が示されています。しかし、適正配置計画の目標と

する将来像において滝川第一小学校は隣接校との統合を含む再編

が考えられるとなっています。適正配置計画の見直しにあたって公

共施設マネジメント計画の方針はどのように位置づけられるのか

伺います。 
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